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朝一の立ち上げ、どこまで調整しますか？ 

まとめ（なぜ重要なのか）


・品質維持：立ち上げ直後の設備・原料・製品状態を確認し、初期不良や品質のば
らつきを防ぐため


・安定稼働：前日の設定を維持するか、その日の状態に合わせて調整するかを判断
し、通常生産へ移行するため


・再現性の確保：担当者や日によって異なる判断を整理し、必要な品質へ安定して
到達できる状態をつくるため


この資料でわかること


・朝一の立ち上げでは、必ずしも毎回調整することが正解ではない

・「触らない」「必要な部分だけ調整する」「条件が整ってから生産する」など、
工程によって判断が異なる

・初期ロスの扱い方や、通常生産へ移行する基準にも違いがある

・重要なのは、何を確認し、何を変え、どの状態になれば安定稼働と判断するのか
を明確にすることである


─────────────────────────────────────


基本情報 

・テーマ：朝一の立ち上げにおける調整範囲と安定稼働への移行判断


・比較対象：始業時や長時間停止後の点検・調整・初期品質確認と、通常生産へ移
行する判断の違い


・対象範囲：紡績・織布・編立・染色・整理加工などの繊維製造工程

・情報収集方法：現場ヒアリング（現職者、経験者の両方を含む）、運営による整
理、既存の実務資料の再構成
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・注意：本資料は一律の調整方法や設定値を示すものではありません。実際の操作
は、設備の安全手順や作業標準を優先してください。


─────────────────────────────────────


用語の整理 

【立ち上げ】


停止していた設備を稼働させ、必要な点検・調整・品質確認を行い、通常生産へ移
行するまでの一連の作業。


【初期ロス】


生産開始直後や条件切替後に発生する品質不良、材料損失、再加工、調整時間など
の損失。必ず発生するものではなく、初期製品を保留・検査する場合もある。


【安定稼働】


設備が動いているだけでなく、所定の品質・生産条件を継続して満たしている状
態。


─────────────────────────────────────


共通していた考え方 

・立ち上げの目的は、機械を動かすことだけでなく、安全と品質を確認して通常生
産へ移行することにある

・前日と同じ設定でも、停止中の設備・原料・環境の変化によって同じ結果になる
とは限らない

・調整が必要かどうかを判断するためにも、まず現在の状態を確認する必要がある

・設定変更だけでなく、変更しないことにも合理的な理由がある


─────────────────────────────────────


判断が分かれやすいポイント 
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・毎朝調整するか、前日の設定を基本的に維持するか

・設備の状態を整えてから生産するか、初期製品を確認しながら調整するか

・立ち上げ直後の製品を通常品とするか、重点検査・保留の対象とするか

・安定稼働を数値や検査結果で判断するか、音・振動・製品状態なども含めて判断
するか

・立ち上げ完了を最初の良品で判断するか、一定区間の品質安定まで確認するか


─────────────────────────────────────


現場で考えられる立ち上げ判断 

基本的な考え方


・触らない判断：前日まで安定していた設定を維持し、現在の状態を確認する


・部分的に調整する判断：変化が見られた箇所だけを補正する


・段階的に移行する判断：立ち上げ条件から通常運転条件へ徐々に移行する


・停止して見直す判断：安全・設備・品質に問題が疑われる場合、運転を続けず原
因を確認する


調整項目が多いことが、必ずしも良い立ち上げを意味するわけではありません。


工程ごとに違いが出やすいポイント


・紡績：原料供給、糸切れ、設備動作、糸品質などを確認し、安定した生産状態へ
移行する


・織布：経糸・緯糸の状態、始動動作、張力、織り始めの布面や織段などを確認す
る


・編立：給糸状態、編成動作、編み傷、編地の状態などを確認する

・染色・整理加工：温度、液量、処理条件、生地走行、加工後の品質などを確認し、
必要な条件を整える


初期製品の扱い方
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・最初の製品から通常品として扱う

・初期部分を重点的に検査する

・一定量を確認用として区分する

・品質確認が完了するまで一時保留する

・設備条件が整うまで製品の投入・加工を始めない


初期製品の保留と、不良品としての廃棄は同じではありません。


どこから通常品として扱うかも、立ち上げ時の重要な判断です。


停止前後・切替時の判断


・前日からの通常停止なのか、連休明けなどの長時間停止なのかを確認する

・修理・清掃・部品交換後は、変更箇所と必要な確認項目を整理する

・原料や品種の切替時は、前回の設定をそのまま使用できるか確認する

・連続稼働の現場では、朝の調整よりも担当者間の引き継ぎが重要になる場合があ
る


─────────────────────────────────────


現場で受け継がれる“ならわし”


立ち上げ時の判断には、次のような考え方があります。


・「昨日まで調子が良かったなら、まず触らず様子を見る」

・「朝一は昨日の延長だと思わない」

・「一度に何か所も触ると、何が効いたのか分からなくなる」

・「最初の製品を見てから通常運転に入る」

・「機械が動いていても、製品が安定するまでは立ち上げの途中」


一見すると矛盾する判断でも、それぞれの設備や工程では合理的な場合がありま
す。


重要なのは、その方法を選んでいる理由まで残すことです。


※上記は現場判断を整理した表現例であり、特定のヒアリング対象者の発言を引用
したものではありません。


─────────────────────────────────────
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なぜ判断が分かれるのか 

・原料の違い：素材、番手、撚り、毛羽、吸湿性などによって、停止中や立ち上げ
時の状態変化が異なる


・設備の違い：自動制御の有無、機械構造、使用年数、修理・改造履歴などによっ
て必要な調整が異なる


・環境の違い：温湿度、気流、建屋構造などによって、停止中の設備や原料の状態
が変わる


・工程の違い：原料状態、機械動作、初期製品、加工条件など、立ち上げ時に優先
する対象が異なる


・稼働条件の違い：通常停止、長期停止、連続稼働、品種切替、修理後の再開など
で確認範囲が異なる


同じ「朝一」でも、どの状態から再開するのかによって必要な対応は変わります。


─────────────────────────────────────


活用の視点 

現場で


・毎朝の調整や確認について、必要な理由を整理する

・初期製品の確認方法や通常生産への移行基準を見直す

・ベテランが行っている判断を、標準作業書や引き継ぎ資料へ反映する

・初期ロスや立ち上げ時間を、品質との関係から見直す


教育機関で


・機械の始動と安定生産の違いを学ぶ

・工程ごとの立ち上げ方法や優先順位の違いを比較する

・調整する判断と、調整しない判断の両方を考える

・安定稼働に必要な確認項目や判断過程を学ぶ


行政・支援機関で


・立ち上げ作業の属人化や技能継承を考える参考にする

・初期ロス削減や品質安定に関する課題を整理する
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・古い設備や特注設備に残る独自の運用知識を把握する

・異なる工程の知見を比較し、改善のヒントを探る


─────────────────────────────────────


判断のヒント 

□ 朝一に必ず確認する項目と、必要時だけ調整する項目が分かれているか

□ 前日の設定を変更する理由を説明できるか

□ 逆に、変更しない方が良い理由を説明できるか

□ 一度に複数の設定を変えず、調整結果を確認できているか

□ 立ち上げ直後の製品をどのように扱うか決まっているか

□ 何をもって「立ち上げ完了」と判断するか共有できているか

□ 停止時間、品種切替、修理後などで確認範囲を区別しているか

□ 担当者が変わっても、必要な品質へ到達できる判断基準が残っているか


─────────────────────────────────────


判断のために 

朝一の立ち上げは、「毎朝調整する」「基本的に触らない」のどちらかが正解とい
うものではありません。


大切なのは、何を守るために、その方法を選んでいるのかという判断の理由です。


織布の「前日の設定をむやみに変えない」という考え方が、別工程の過剰な調整を
見直すヒントになるかもしれません。


一方で、整理加工の「条件が整ってから製品を流す」という考え方が、別工程の初
期品質確認を見直すきっかけになるかもしれません。


同じ方法をそのまま別工程へ当てはめることはできなくても、判断の背景を知るこ
とは、新しい選択肢を考える材料になります。


立ち上げの再現性とは、毎日同じ操作を繰り返すことだけではなく、異なる条件の
中でも、必要な品質へ安定して到達できる判断を残すこと。


本データは、複数の判断や考え方を前提条件ごとに整理したものです。

条件が異なれば、最適な選択も変わります。


6



あなたの現場では、どの判断が近いでしょうか。
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